























































































































































































































































































































































































(》　タネツケバナrChTdanline flexuosa With. )
( a )用いた富山集団､大阪集団はともに前紫蘇期間の長さが温度条件の違いによ
って全く影響を受けない｡したがって繁殖器官形成の開始ステージによってほぼ規定































②　ミゾソバrPolygonum thzmbeTgii Sieb. et Zucc.)
ヤマミゾソバrP. oreophillum (hkino) Ohyi)
(a)タデ科の一年草ミゾソバ､ヤマミゾソバの全国20集団について日長､温度､
栄養条件に対する表現型可塑性を検討した｡ ( b )ミゾソバの偽閉鏡花の生産数は環
境条件によらず少なかったが､ヤマミゾソバの閉鎖花生産数は短日条件によって明ら

















































































Table l･ Gene frequency orig川ated from Ac･221 in F3 generation derived from
Ac.130　X Ac. 221 cross.





















Table 2･ Difference oL various characters between high and Joy temperature
treatment durning Llovering period of Fl plant in F3 generation LronAc.130 x
Ac. 221 cross.





No･ oE days to germination under H.T.
No･ of days to germination unJder L.T.
Apiculus hair length Without graboras(mm)









































Control UV-A UV-a Control uv-A UV-B
ught Treatment
Figl 1 The effect of uJtraviolet on growth of splnaCh.
･ A: High temperatures of 330C jn the day and 25｡C in the night
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1)　P C R法によってO RFに相当する領域を合成し､ 0 氏 F相当領域産物を発
現するベクター(PGEM)に挿入した｡大腸菌での融合タンパク質の発現は､宿
主秩J M109 (D E3)を用いベクターに挿入したO RFが､ T7ファージ
g e n e 1 Oとの融合タンバク質として発現させた0　-万､ T o t al R N A


























しないと考えられた∩　本mRNAを分画することが難しいために∴T o t al
RNAからランダムプライマーを用いてc D NAを合成し､得られたc D NA





































れが持つ特定D N A壱p C R法によって増幅し､検出することによって､
オーダーレベルでの存在数の把握が可能であった0
2)-2.　P C R法とM P N法を組み合わせることにより､培養による従来法に比










わち､ m t DNAの変異があらゆるCMS植物の原因であるものと推定される.
そしてCM Sに特異的な伝写パターンがトウモロコシ､ペチュニア､ヒマワリ､
ハツカダイコンなどで報昏されている｡ D e w e yらはトウモロコJシT型CMS
から､ Tu又 F2H3という3547b pのmt DNA特異断片を同定した. T
UR F2H3は少なくとも7つの阻換えによってできたものであり､　2つの長い
o p e n r e a d i n g f r a m eであるO R F1 3 ･ 0 R F2　5をもち､
OR F2　5はあらゆるトウモロコシ細胞質に兄いだされるがO R F1 3はT型細
胞質に特異的に転写されることが示されている.
ここで我々はニンジン細胞質雄性不稔系統からO RF13にハイブリダイズし
た2.0 k bのHi n d i I I断片を単熊しその塩基配列を決定した｡
2.研究経過
材料であるD a u c u ら. C a r o t8.　は正常系統である金時系(F A)の
細胞質突然変異休として得られた細胞質雄性不稔株に､別の正常系統である金港
三寸系(F K)を戻し交雑して得られた細胞突雄性不稔株(S K)を用いた｡ S
Kは雄薬はp e t al oi d塾を示し､雌薬は正常であった. c p DNAの制限
酵素切断バターンには差異は見られなかった.しかしm t DNAバターンにはい
くつかの差異が見られた｡特にHi n dI I Iの切断バターンは4ヶ所の断片に
付加､及び欠矢がみられた｡したがって材料に用いたニンジン細胞質推性不稔株
においても､別の作物で報告されているようにm t DN Aにその因子があるもの
と恩われる｡このパターンをS o u t h e r n bl o t t i n g L､ハイブリ
ダイゼ-ションに使用した｡プローブにはTUR F-2H3､及びその特異OR
-22-














ションを行い､ p KT5　とした.この押入断片を3'側よりDel e ti o n




KT5は3つ.の領域からなり､ Domai n-1は1160b pであり､ TUR
F2H3のa t p6の5'側領域と完全に相同であることが稚促され､トウモロ
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Fig.　Schematic dh卵m between PXTS弧d TURF2H3. Non hoJnOlogous reglOrL8 0E PKT5 to











(幽旦吐出L･ cv･ Grand Rapids)を材料として･光発芽性に関する突然変異体を作
出することを本研究の目的とした0
2.研究経過









































































































































































































































































































































































EZa TP　囲　TO　田　GP A GO
TiIlers and PaEIIdES (No.)
0　　　　　20　　　　　4 0　　　　　60　　　　　80　　　　1 00
Plant ltdghl (mm) IEld Le一YeS qlo.)
図　スズメノカタビラにおける形質発現

































Cytosolic APX Stroma APX GPX















































































I 35S rgpIS (pUCl19-HygR-35S-rgpl sense)
2　35S rgpIA (pUCl19-日ygR-35S-rspl antisense)
3　660 rgPIS (pUCl19-JlygR-660 prolnoter-rgpl sense)
4　660 rgpIA (pUCl19-日ygR-660 promoter-rgpl antisense)
5　660 GUS　(pUCl19-日ygR-660 pron10ter-GUS)

















































1) poly(A) ~ RNAからcDNAを合成し､全塩基配列(439bp )を決定した｡ CDNA
クローンの塩基配列と転移因子(pRS64)の塩基配列を比較したところ､ pRS64-
1と約98%の相同性が認められた｡　　このことから､ pRS64と相同性を持っ






















































































































































































































中に1時間の明期(nighL break)を与えたものを長日処理(LD or NB)個体とした｡
抽出は2%酢酸中､ 1 00oC､ 1 0分間加熱して行い､抽出液は高速液体クロマトグ
ラフィー(ODS, gradient mode, MeOH:n-BuOH:AcOH:H20 (1:1:2:96 V/V)からHeOH:






































































































































































































































































































































































































































Fig･ l PrincIT)a】 compoJlent Scores for the nille life history traits ofthc two populatioIIS
(closed symbo一s, opcnsymbols, TT') plotted oll tlle axes Of Zl and Z2 COOdinates･
(B)
Zl: r= -0.950***
Z2: r = _0.274nS
TP-4w
o p lTiwpi6W.喝



































Age at maturity Size at maturity
Fig･ 2 Principal component scores for tl-e nine life l､jslory traits in zl (CTosed symbols) and
Z2 (oven Symbols) plollcd against age at nlalurily (A) and si7･e (B)/me Peasoll Product-momc.ll
corre】ation coefficients(r) bctwccll tllC Princip7c component scores and age and sizcal maturity
are also listed. Significant difrerenccs in r front Zero are S)town by asterisks ('‥, P <0.001;
ns-no significant al P <0･05)I PopuJati0-1S and lrcalmcnts of each plot were indicated for ZI





















AzotobacteT y血ehLZdii由来のpDB6の5.6 kb SLZ7a I fragment (LZifHDKTnを､共
生窒素固定菌のプローブとしてBTadyThizobL'uLZ7japoLZL'cuLZ7由来のpRj7003の



































































【実験方法】 1)土壌細菌: 1回洗浄後に集菌(実験例1 : 12.4ml; 13.54g)
2 ) Bligh 良 I)yer法で総脂質を抽出
3) Hyflo super-celで漉過し､蛋白質を除去







カラム充填剤: Silar-10C, Uniport肝100/120 mesh















































































C/NI H･UV/NI C/L L-UV/I M･UV/l H･UV/I
Fig. 1 Effects of UV-a at tow (L-UV;0.08W/m2). medium (M･UV;0.16W/m2)
and high (H-UV;0.24W/m2) fluence rates on damping-Off of spinach･
Sphach plants were irradiated for 15 days. C ; without UV-B irradiatbn
















Fig･ 2 EHects of visible hght at hj9h (A) and low (8日luence rates
On the influence of UV-B (0･27W/rn2) to dampbl9-Off of spinach.
Spinach plants were計radiated for 15 days.
Cont. : without UV-a irradiation
E2222Z Fusar至um inoculated ( 1 03spores/nd)











































































































メラの内部構造解析Ⅰ Ⅰ. (1993年草84回鳶演会, J蛸事道大学)
Iirata Y. and打. Ⅳoguchi, 1994. Genetic constittltions of interyarietal
and interspccific chikraS in血ced by皇旦由訂afting in Brassica.

























































(G:生長速度, V:細胞の休積, t:時間, m:伸展係数, tLJp:圧ポテンシャル, Y:降伏圧)
G=dV/dt=A･Lp (ゆW-　ゆo)　(2)





に供した｡水ポテンシャル測定後, psychrometer chamberを液体窒素に2 - 3分つけて
凍結した後,室温にもどし,isopiestic法で浸透ポテンシャルを測定した｡伸展係数は引










11ミ:TりtBl extensihi H Ly












発根した種子を実験系の空気湿度勾配のある条件におくと, 3 - 4時間後に根は水分屈
性を示し,根の伸長方向が垂直から空気湿度の高い方に変化する｡この水分屈性の認めら










■ A :湿ったろ紙をはった箱の中で根を伸長させた｡ B : K2003飽和溶液を用いた美換
系で根を伸長させた｡







































































































































































































































































































ム: TSK gel polyaninepack､試料は0-phthalaldehydeで誘導体し､検出は蛍光














































































































































































































これまでインゲン根腐病菌(Pusarju'soJJani f. sp. phaseoJJ)は小型分生胞子をほと
んど産生しないとされてきたが､本研究の結果､意外と簡単に小型を出現させ得ることが
明らかになった｡また､小型株から大型分生胞子を出現させることも可能であった｡すな
わち大型株と小型株の間に連続性が認められた｡小型株は大型株より腐生能力が高いこと
から､宿主のない生存に不利な環境下では大型株から小型株に変化して生存している可能
性がある｡また､宿主であるインゲンに感染することで小型株は再び大型株に変化する可
能性もある｡このような精妙な生存戦略をインゲン根腐病菌が本当に備えているかどうか
は興味のもたれるところである｡今後､小型分生胞子の生態的意義を明らかにするために
は圃場レベルでの小型分生胞子の発現機構を詳細に調べる必要があろうo
ところで､ DNA構造解析の結果､大型株と小型株が全く異なる構造を示すことが明ら
かになったが､この事実は大変な驚きであった｡元々同じ菌から出現した菌株間でこのよ
うな多型が生じるということはほとんど考えられないことである｡例えば､保存領域とさ
れているrDNA領域で同一の菌が多型を示すことはありえない｡なぜなら､ rDNAの反復
配列は約200コピーあるとされているが､大型株とそれから出現した小型株の間のバンドの
位置が全く異なって出現するためには200コピーある配列の全て同じ場所が同時的に変化
しなければならない｡これは確率的に不可能である｡今のところ大型株と小型株でなぜ多
型が現れたかについて十分に説明することはできないが､現象自体が非常に興味深く､多
型の出現についての今後の研究が期待される｡
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